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＜共同研究 11＞ 

研究題名： トランスジェニック動物での遺伝毒性試験の検証 (MutaMouse) 

研究成果： lacZを標的遺伝子とするMutaMouseを用いた in vivo突然変異試験に関する共同研究を行った。第１回の共同研究として、26

機関が参加し ENUの臓器特異的な変異原性に関して 8臓器で検討した。第 2回の共同研究として、５つの化合物を用い、同様

に臓器特異的な突然変異誘発を調べるとともに、末梢血を用いる小核試験を用いて染色体異常誘発性を同時に評価した。成果は

化合物ごとに個別論文とし、サマリーペパーと一緒にMutation Research誌に掲載した。 
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